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本書は，まちづくりの専門家の派遣，市民活動支援センターの設置の２
点に着目し，その動向を把握している． 
また，福祉まちづくりとして，介護予防の視点，震災予防を目指したま
ちづくりとして東京都足立区，山形県西川町，新潟県山古志村，福岡県
福岡市等を取り上げている． 
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